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▲健闘を誓った海渕選手（右）

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ヌ
ー
競
技

出
場
選
手
が
揖
斐
川
町
を
訪
問

　

４
月
４
日（
水
）、
ぎ
ふ
清
流
国
体
の
カ

ヌ
ー
競
技
の
岐
阜
県
代
表
選
手
で
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

カ
ヌ
ー
競
技
ス
ラ

ロ
ー
ム
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
の
代
表
に
内
定
し

た
海か

い

渕ふ
ち 

萌も
え

選
手
（
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
岐

阜
㈱
所
属
）
が
揖
斐
川
町
役
場
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

海
渕
選
手
は
、
昨
年
12
月
に
中
国
で
行

わ
れ
た
ア
ジ
ア
選
手
権
兼
ロ
ン
ド
ン
五
輪

ア
ジ
ア
大
陸
最
終
予
選
で
３
位
と
な
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

海
渕
選
手
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

全
力
で
メ
ダ
ル
を
目
指
し
、
そ
の
後
の
ぎ

ふ
清
流
国
体
は
優
勝
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
。」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

▲記念講演会の様子

▲功労者表彰および感謝状を受けられた皆さん

行
政
推
進
員
研
修
会
で

町
政
功
労
者
を
表
彰

　

４
月
21
日（
土
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

行
政
推
進
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
多
年
、
行
政
推
進
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
３
名
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
８
名
が
町
政
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
大
学
工
学
部
社
会
基
盤
工

学
科
の
倉く

ら

内う
ち

文ふ
み

孝た
か

准
教
授
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、「
地
域
生
活
交
通
を
考
え
る

た
め
の
視
点
の
整
理
に
つ
い
て
」
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
お
よ
び
功
労
者
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町政功労者表彰受賞者

表彰区分 地域 氏　　名 功　績　内　容

社会福祉功労 揖斐 久
く

保
ぼ

田
た

　博
ひろ

子
こ

様
永年にわたり、民生委員と
して、社会福祉の向上に尽
くされました。

学芸功労 久瀬 髙
たか

橋
はし

　重
しげ

和
かず

様

永年にわたり、「三倉の太
鼓踊り」の保存、伝承に努
められ、地域文化の振興に
尽くされました。

体育功労 春日 森
もり

　亜
あ

都
つ

子
こ

様
永年にわたり、体育指導委
員、体育推進員として体育
の振興に尽くされました。

体育功労 揖斐 宮
みや

川
がわ

　義
よし

一
かず

様
永年にわたり、剣道少年団
指導者として体育の振興に
尽くされました。

農業功労 揖斐 野
の

原
はら

　定
さだ

夫
お

様
永年にわたり、揖斐川町農
業委員として、農業の振興、
発展に尽くされました。

土地改良功労 揖斐 遠
えん

藤
どう

　三
み

影
かげ

様

永年にわたり、揖斐川左岸
用水土地改良区に携わり、
土地改良区運営に尽くされ
ました。

観光功労 春日 藤
ふじ

原
はら

　清
せい

由
よし

様

永年にわたり、貝月山・鍋
倉山への登山道の整備に取
り組まれ、観光事業の振興
発展に尽くされました。

公共団体功労 春日  藤
とう

　敬
けい

司
し

様

永年にわたり、交通安全協
会春日支部役員として交通
安全啓発活動に尽くされま
した。

感謝状受賞者

地域 地区 氏　　名 功　績　内　容

揖斐 極楽寺 竹
たけ

中
なか

　治
はる

通
みち

様
多年にわたり、行政推進員と
して、町内自治の振興、発展
に貢献されました。

谷汲 上名礼北 高
たか

木
ぎ

　　惠
さとし

様
多年にわたり、行政推進員と
して、町内自治の振興、発展
に貢献されました。

坂内 坂本西 平
ひら

野
の

　勝
かつ

幸
ゆき

様
多年にわたり、行政推進員と
して、町内自治の振興、発展
に貢献されました。

ない
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▲優勝した須磨ノ浦女子高等学校

▲植樹活動の様子

▲越中おわら風の盆流し踊りの様子

▲熱戦が繰り広げられました

第
16
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
い
び
川
大
会
開
催

イ
ビ
デ
ン
の
森
で
植
樹
活
動

～
イ
ビ
デ
ン
創
業
１
０
０
周
年
～

　

４
月
６
日（
金
）～
８
日（
日
）に
揖
斐
川

健
康
広
場
を
中
心
に
第
16
回
全
国
高
校
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
高
校
総

体
の
予
選
に
向
け
て
全
国
の
強
豪
校
が
戦

力
を
確
認
す
る
恒
例
の
大
会
で
、
今
年
は
、

県
内
８
チ
ー
ム
を
含
む
31
チ
ー
ム
が
全
国

か
ら
集
結
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清

流
大
会
」
の
開
催
年
で
す
。
揖
斐
川
町

で
の
開
催
種
目
で
あ
る
少
年
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
大
会
に
、
今
回
参
加
の
選
手
が

数
多
く
出
場
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
そ
う

な
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

第
16
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
い
び
川
大
会
（
結
果
）

　
優
　
勝　

須す

磨ま

ノの

浦う
ら

女
子
高
等
学
校

（
兵
庫
県
）

　
準
優
勝　

三み

国く
に

高
等
学
校 

（
福
井
県
）

　
第
３
位　

滑
な
め
り

川か
わ

高
等
学
校 

（
富
山
県
）

　

岐
阜
県
の
森
林
保
全
や
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
企
業
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く

り
を
行
な
う
植
樹
活
動
が
、
４
月
７
日

（
土
）
東
横
山
の
「
イ
ビ
デ
ン
の
森
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
回
目
と
な
る
今
年
は
、
イ
ビ
デ
ン
創

業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
桜
祭
り
も
開

か
れ
、
イ
ビ
デ
ン
グ
ル
ー
プ
の
社
員
と
そ

の
家
族
、地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
２
０
人

が
、
シ
デ
コ
ブ
シ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の

苗
木
１
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

今
ま
で
に
植
樹
さ
れ
た
木
は
、
約
８
０
０

本
と
な
り
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
憩
い

の
森
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
中

に
は
当
初
計
画
し
て
い
た
１
０
０
０
本
の

植
樹
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

谷
汲
さ
く
ら
ま
つ
り

～
伝
統
文
化
の
交
流
～

　

４
月
８
日（
日
）
谷
汲
山
華
厳
寺
の
町

営
第
１
駐
車
場
で
第
24
回
谷
汲
さ
く
ら
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
岐
阜
県
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
の
谷
汲
踊
や
伝
統
文
化
の
継
承

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
と
の
交
流
で
招

い
た
「
越
中
八
尾
お
わ
ら
保
存
会
（
富
山

市
）」
に
よ
る
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
桜
の
開
花
が
遅
く
、
つ
ぼ
み

の
状
態
で
し
た
が
、
バ
ザ
ー
や
物
産
販
売

な
ど
で
会
場
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

前
日
の
７
日（
土
）
の
夜
に
は
、
谷
汲

山
華
厳
寺
仁
王
門
前
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
参
道
を
照
ら
す
竹

燈
籠
の
点
灯
式
や「
越
中
お
わ
ら
風
の
盆
」

の
流
し
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
大
勢
の
観
客

が
優
雅
な
舞
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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▲ミナモちゃんマスコットを作成

▲ドライバーに交通安全を呼びかけました

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

～
交
通
安
全
呼
び
か
け
街
頭
指
導
～

民
泊
協
力
会
で
お
も
て
な
し

～
ミ
ナ
モ
ち
ゃ
ん
マ
ス
コ
ッ
ト
～

北
方
ま
つ
り

～
31
年
ぶ
り
に
神
輿
が
復
活
～

日
本
画
家

伊
藤
嘉
晃
氏
が
絵
画
寄
贈

　

４
月
９
日（
月
）、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
（
４
月
６
日
～
15
日
）
に
ち
な
み
、

交
通
安
全
街
頭
指
導
が
揖
斐
警
察
署
前
の

国
道
３
０
３
号
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

街
頭
指
導
に
は
、
揖
斐
警
察
署
、
揖
斐

地
区
交
通
安
全
協
会
、
揖
斐
建
設
業
協
会

な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
、
堀
部
和
男
署
長
は
「
岐
阜

県
は
交
通
死
亡
事
故
の
増
加
率
が
全
国
で

一
番
高
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
こ
の

状
況
を
改
善
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
。」
と

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ぎ
ふ
清
流
国
体
で
揖
斐
川
町
を
訪
れ
る

選
手
ら
に
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
ろ

う
と
、
北
方
１
班
民
泊
協
力
会
調
理
班
の

メ
ン
バ
ー
が
毛
糸
で
ミ
ナ
モ
ち
ゃ
ん
マ
ス

コ
ッ
ト
の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。
ミ
ナ
モ

ち
ゃ
ん
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
約
20
セ
ン
チ
で

毛
糸
を
編
み
込
ん
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
民
泊
や
料
理
以
外

で
何
か
お
も
て
な
し
が
で
き
な
い
か
と
考

え
、
調
理
班
の
15
人
の
メ
ン
バ
ー
が
「
手

作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
考
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

代
表
の
藤ふ

じ

吉よ
し

す
ま
子
さ
ん
（
北
方
）
は

「
選
手
に
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
気
持
ち
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。

心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
15
日（
日
）、
北
方
神
社
で
春
季
例

大
祭
の
北
方
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
方
ま
つ
り
で
は
、
昨
年
１
４
０
年
ぶ

り
に
豊
作
祈
願
の
芸
能「
ね
そ
ね
そ
祭
り
」

が
復
活
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
31
年
ぶ
り

に
「
神み

輿こ
し

」
が
復
活
し
、
約
１
５
０
人
の

一
行
が
北
方
地
区
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

神
輿
は
「
王
将
」、「
飛
車
」、「
角
」
の
３

台
で
つ
り
手
は
10
代
～
60
代
の
男
女
が
参

加
。
以
前
は
男
性
だ
け
が
担
い
で
い
た
神

輿
で
し
た
が
、
今
回
は
女
性
に
も
活
躍
し

て
も
ら
お
う
と
「
角
」
の
つ
り
手
は
女
性

中
心
で
し
た
。

　

関
係
者
か
ら
は
「
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

つ
り
手
は
若
者
が
元
気
よ
く
声
を
か
け
て

が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
。」
と
31
年
ぶ
り
の

復
活
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

４
月
19
日（
木
）、
揖
斐
川
町
に
ゆ
か
り

の
深
い
日
本
画
家
で
あ
る
伊い

藤と
う

嘉か

晃こ
う

氏
か

ら
揖
斐
川
町
に
絵
画
を
寄
附
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

伊
藤
氏
は
、
旧
根
尾
村
（
現
本
巣
市
）

で
戦
中
の
疎
開
時
代
を
過
ご
し
た
こ
と
か

ら
淡
墨
桜
を
題
材
に
し
た
作
品
を
数
多
く

描
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
日
本
美
術
院

特
待
の
画
家
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
、

奈
良
県
の
薬
師
寺
を
初
め
、
多
く
の
美
術

館
や
施
設
に
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

▲北方地内を練り歩く神輿

▲寄附していただいた絵画と伊藤氏（右）
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▲東海３県で初導入「メガスター -ⅡＢ」

西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

東
津
汲
鎌
倉
踊

～
力
強
く
華
麗
な
舞
～

揖
斐
高
原
花
桃
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

～
多
彩
な
催
し
で
楽
し
む
～

　

４
月
28
日（
土
）、
藤
橋
城
・
西
美
濃
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
鶴
見
）
が
最
新
の
投
映

機
を
導
入
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

更
新
さ
れ
た
投
映
機
は
、東
海
３
県
で
初

め
て
導
入
さ
れ
た
、先
進
的
な
光
学
式
投

映
機「
メ
ガ
ス
タ
ー
‐
Ⅱ
Ｂ
」と
デ
ジ
タ
ル

式
投
映
機
「
ト
リ
ビ
ュ
ー
２
０
０
０
」で
す
。

　

映
し
出
せ
る
星
の
数
は
、
今
ま
で
の
約

３
５
０
０
個
か
ら
約
１
０
０
０
万
個
に
増

え
、
天
の
川
の
星
１
つ
１
つ
ま
で
も
が
鮮

明
に
表
現
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
座
席
は
同
心
円
状
の
３
列
か
ら

２
列
と
し
、座
席
数
を
３
割
ほ
ど
減
ら
し
、

ゆ
っ
た
り
と
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
。
ど
の
席
で
も
良
い
音
で
聞
こ
え
る
無

指
向
性
ス
ピ
ー
カ
ー
も
採
用
し
、
快
適
な

空
間
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）、
白し

ら

髭ひ
げ

神
社
（
東

津
汲
）
で
、
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
の
鎌
倉
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
踊
は
、
武
者
踊
り
、
太
鼓
踊
り
、

ま
た
は
シ
ナ
イ
踊
り
と
も
呼
ば
れ
、
源
氏

が
平
家
を
滅
ぼ
し
た
と
き
に
、
戦
勝
を

祝
っ
て
踊
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
は
、
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
神
社
の
境

内
で
は
、
５
色
に
彩
ら
れ
た
飾
り
が
華
や

か
に
舞
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
瀬
振
興
事
務
所
隣
の
や
ま
び

こ
の
郷
駐
車
場
で
も
披
露
さ
れ
、
施
設
の

入
所
者
な
ど
が
力
強
く
華
麗
な
舞
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

揖
斐
高
原
花
桃
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

が
、
４
月
22
日（
日
）、
揖
斐
高
原
貝
月
リ

ゾ
ー
ト
（
日ひ

坂さ
か

）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
栃
の
実
荘
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

く
ぜ
・
ふ
じ
は
し
幼
児
園
児
の
鼓
隊
演

奏
や
久
瀬
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る

合
唱
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
獄
う
ど
ん
や
白
龍
神
社

で
祈
願
を
受
け
た
ゆ
で
卵
が
振
る
舞
わ

れ
、
山
菜
お
こ
わ
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の

特
産
品
の
販
売
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
、
し
い
た
け
菌
打
ち
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
来
場
者
は
地
域
な
ら
で
は
の
味
や
体

験
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
周
辺
整
備
完
成
式

～
町
の
南
の
玄
関
口
～

　

４
月
29
日（
日
・
祝
）、
養
老
鉄
道
揖
斐

駅
前
で
、
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
周
辺
整
備
完

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
周
辺
は
、
町
の
南
の

玄
関
口
と
し
て
町
民
に
限
ら
ず
、
観
光
客

な
ど
多
く
の
方
か
ら
親
し
ま
れ
、
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
駅
前
は
、
昨
年
の
秋
か
ら
半
年
か

け
て
整
備
が
行
わ
れ
、
出
口
の
自
動
車
右

左
折
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
ま
た
、
花
壇
や

駐
車
場
を
改
修
し
て
見
通
し
を
良
く
す
る

な
ど
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

竣
工
式
典
後
に
は
、
完
成
を
祝
し
た
餅

の
配
布
や
、「
旬
の
店
」
で
の
野
菜
や
い

ち
ご
な
ど
地
域
特
産
物
販
売
な
ど
に
多
く

の
方
が
訪
れ
、
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲白髭神社境内での鎌倉踊の奉納

▲くぜ・ふじはし幼児園児による鼓隊演奏

▲整備された養老鉄道揖斐駅前
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い
び
川
温
泉
藤
橋
の
湯

５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

徳
山
ダ
ム
観
光
放
流

～
水
が
織
り
な
す
模
様
に
感
動
～

　

い
び
川
温
泉
藤
橋
の
湯
（
東
横
山
）
が

オ
ー
プ
ン
か
ら
５
周
年
を
迎
え
、
日
頃
の

お
客
様
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、「
５
周
年

感
謝
祭
」
が
４
月
29
日（
日
・
祝
）～
30
日

（
月
）に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
祭
の
式
典
で
、
㈱
藤
橋
ビ
レ
ッ
ジ

　

代
表
取
締
役
の
長な

が

屋や

昭
し
ょ
う

二じ

さ
ん
は「
い

び
川
温
泉
藤
橋
の
湯
も
オ
ー
プ
ン
か
ら
５

周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
契
機
に
よ
り
一
層

お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

従
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施

設
が
観
光
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
祭
で
は
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

総
貯
水
容
量
日
本
一
を
誇
る
徳
山
ダ
ム

で
、５
月
１
日（
火
）～
５
月
５
日（
土
・
祝
）

に
か
け
て
観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
放
流
は
、
10
時
～
15
時
ま
で
１
時

間
お
き
に
そ
れ
ぞ
れ
10
分
間
、
洪
水
時
用

の
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
、
毎
秒
約
３
ト
ン
の

水
を
放
流
。
流
れ
出
し
た
水
は
、
全
長
約

270
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ム
堤
体
斜
面
に
ウ
ロ
コ

模
様
を
描
き
な
が
ら
流
れ
落
ち
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
水
が
描
く
模
様
に
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
２
６
０
０
人
の
観
光
客
が

訪
れ
、
３
日
と
５
日
に
は
ダ
ム
管
理
用
船

舶
「
と
く
ま
る
」
で
ダ
ム
湖
を
め
ぐ
る
湖

上
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
を
代
表
す
る
伝
統
文
化
行
事

で
あ
る
揖
斐
ま
つ
り
が
、
５
月
１
日（
火
）

～
５
日（
土
・
祝
）
に
三
輪
神
社
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
岐
阜
県
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

豪ご
う

華か

絢け
ん

爛ら
ん

な
５
輌
の
芸

と
、
そ
の
舞
台

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
華
や
か
な
子
供
歌
舞

伎
、
そ
し
て
13
社
の
勇
壮
な
神
輿
の
渡
御

を
一
目
見
よ
う
と
、
期
間
中
に
４
万
５
千

人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
祭
り
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
子
供
歌
舞
伎
は
、
中
町
組
に
よ

る
『
鏡

か
が
み

山や
ま

旧
こ
き
ょ
う
の

錦に
し
き

絵え

』
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。

▲子供歌舞伎の奉納（三輪神社）

▲観光放流を楽しむ観光客

▲５周年を鏡開きで祝いました

▲稚児役者の練り込み（本町通り） ▲神輿発御（三輪神社）

３
０
０
余
年
の
伝
統  

豪
華
絢
爛
「
揖
斐
ま
つ
り
」

～
古
よ
り
伝
承
さ
れ
る
技
と
心
～


